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問

必
要
で
す
の
で
、
工
夫
を
凝

ら
し
、
周
知
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

路
線
バ
ス
の
代
替

手
段
で
あ
る
大
下
内
・
八

斗
沢
地
区
の
「
お
と
た
く
」、

深
持
地
区
の
「
ふ
か
た
く
」、

切
田
地
区
の
「
き
り
た
く
」

の
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

「
お
と
た

く
」
は
、
平
成
29
年
度
は
８

９
９
人
で
、
平
成
25
年
度
か

ら
６
６
３
人
減
少
し
て
い
ま

す
。「
ふ
か
た
く
」
は
、
平

成
29
年
度
は
７
１
５
人
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
38
人
増
加

し
て
い
ま
す
。「
き
り
た
く
」

は
、
平
成
29
年
度
は
１
２
８

３
人
で
、
平
成
25
年
度
か
ら

３
９
９
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
で
、
延
べ
１
０
２
４

人
減
少
し
て
い
ま
す
。

議
　

員
　

高
齢
者
の
交
通
体

系
は
自
家
用
車
か
ら
公
共
交

通
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

実
証
運
行
中
の
市
街
地
循
環

バ
ス
等
は
、
今
後
さ
ら
に
必

要
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
る
が
、
利
用
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

７
月
６
日

の
実
証
運
行
開
始
か
ら
８
月

23
日
ま
で
の
間
で
、
市
街
地

循
環
バ
ス
は
延
べ
７
５
２
人

（
１
日
当
た
り
約
16
人

、
十

和
田
湖
支
所
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

は
延
べ
２
０
２
人
（
１
日
当

た
り
約
４
人

で
す
。

　
　
　
　

本
格
運
行
の
実
施

に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
車
内

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
約
93
％
の
方
が

「
ま
た
利
用
し
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
行

経
路
、
運
行
時
間
、
停
留
所

等
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
し

て
改
善
点
を
洗
い
出
し
、
本

格
運
行
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

利
用
者
数
が
や
や

少
な
い
と
感
じ
る
が
、
周
知

が
課
題
と
考
え
る
。
注
目
を

集
め
て
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
、
本
格
運
行
実
施
の
際
に

運
賃
無
料
期
間
を
導
入
す
る

考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
も
低

運
賃
で
運
行
し
て
い
る
た
め

導
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
促
進
の
取
り
組
み
は

議　
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人
口
減
少
が
及
ぼ

す
影
響
へ
の
対
策
と
し
て
、

地
域
運
営
組
織
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民
み

ず
か
ら
で
き
る
こ
と
は
み
ず

か
ら
行
う
と
い
う
考
え
の
も

と
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

共
有
し
、
解
決
策
を
協
議
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
協
議
、

決
定
を
踏
ま
え
て
活
動
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同

様
の
も
の
が
当
市
の
広
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
取
り
組
み
状
況
と
今

広域コミュニティづくりを進めよ

市全域での設立に向け
　　　地域の意識醸成等を図る

循
環
バ
ス
等
の

　
　
　
　
　

本
格
運
行
へ
の
取
り
組
み
は

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
検
討
を
進
め
る

後
の
方
針
は
。

　
　
　
　
　

現
在
、
３
つ
の

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
市
全
域
を
対
象
に
、
概

ね
小
学
校
区
単
位
で
の
広
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
勉
強

会
等
を
開
催
し
て
意
識
醸
成

を
図
る
ほ
か
、
組
織
化
に
向

け
た
地
域
で
の
会
議
の
支
援

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事

務
局
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
財
政
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

福
祉
関
係
の
部
署

で
も
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

同
様
の
考
え
で
行
っ
て
い
る

事
業
が
あ
る
。
横
断
的
な
取

り
組
み
を
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

広
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
多
種
多
様
な
課
題
を

解
決
す
る
組
織
と
し
て
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
や

分
野
を
超
え
、
横
断
的
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
内
会
と
の
組
織

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
基
本
は
単
位
町
内
会

山 端 　 博
（市民連合クラブ）

堰野端 展 雄
（自民公明クラブ）

と
考
え
ま
す
が
、
単
位
町
内

会
で
対
応
で
き
な
い
課
題
に

つ
い
て
は
、
関
係
団
体
等
で

構
成
さ
れ
た
組
織
が
一
体
と

な
っ
て
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
取
り
組
む
体
制
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
年
度
の
報
酬
改

定
に
よ
り
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
各
事
業
所
に
お

い
て
、
利
用
者
の
う
ち
障
が

い
の
重
い
子
が
半
分
以
上
を

占
め
る
か
ど
う
か
で
報
酬
が

線
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
状

態
を
見
ず
に
障
が
い
程
度
を

判
定
し
た
自
治
体
が
あ
り
、

国
が
各
自
治
体
に
再
判
定
を

依
頼
し
て
い
る
。
当
市
で
は

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
の
指
標

に
基
づ
き
、
適
正
な
判
定
を

行
っ
て
お
り
、
再
判
定
が
必

要
な
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市街地循環バスの利用促進を

議　
員

議　

員

議　
員

議　
員

健
康
福
祉
部
長

民
生
部
長

議　
員

議　
員

企
画
財
政
部
長

みんなで地域の課題解決を

民
生
部
長

民
生
部
長

企
画
財
政
部
長

企
画
財
政
部
長

企
画
財
政
部
長

議　
員

議　
員




